
下丸子駅周辺地区の
まちの将来を考える会（勉強会）

～第５回～

令和４年６月２４日（金）
18：00～20：00

本日の内容

【次第】
1. 開会あいさつ
2. これまでの振り返りと本日の内容について
3. ワークショップ

『地区全体の２０年後の姿を考えよう！』
4. 講評
5. 閉会
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資料２



これまでの振り返りと本日の内容について

勉強会の目的とスケジュール 4

■目的
本会を通じて、参加者のまちづくりに対する理解を深め、機運醸成を図ること
一昨年度区が策定した「まちづくり構想（案）」を基に、参加者の皆様と意見交換を行
い、そのご意見を反映させた「まちづくり構想」として取りまとめること
まちづくりを推進するうえで必要な、プレイヤーの発掘・育成や、地域が主体となった
推進体制（プラットフォーム）の構築の足掛かりとすること

■スケジュール■まちづくり構想（案）



本会の到達点と内容
■本会の到達点（ゴール）
昨年度と今年度の２か年をかけて、地区のビジョンとなる「まちづくり構想」を

地元関係者と意見交換しながら取りまとめること

■本会の内容

令
和
３
年
度

第１回（R3.10） 本取組の開催目的と到達点を共有しよう！

第２回（R3.12） 下丸子駅周辺地区を再発見しよう！

第３回（R4.2） 下丸子駅周辺地区の20年後の将来像を考えよう！

令
和
４
年
度

現地視察会（R4.5） 先進事例を視察して、連立事業とまちづくり事業のイメージを共有しよう！

第４回（R4.5） 駅周辺の20年後の姿を考えよう！

第５回（R4.6） 地区全体の20年後の姿を考えよう！

第６回（R4.10） 駅周辺に係るまちづくり構想（素案）について考えよう！

第７回（R4.11） 地区全体に係るまちづくり構想（素案）について考えよう！

第８回（R3.12） 下丸子駅周辺地区まちづくり構想をとりまとめよう！
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これまでの振り返り ＜第１回勉強会＞ 6

■大田区のまちづくり、ものづくりの現状と課題（OCTC野原センター長より）
○大田区まちづくりの３つの視点
１）暮らし

戦前期の耕地整理以降「暮らす」まちとしてのまちづくりを重ねて進めてきた。田園調布
から羽田まで、７３万人の区民を有する。



これまでの振り返り ＜第１回勉強会＞ 7

■大田区のまちづくり、ものづくりの現状と課題（OCTC野原センター長より）
○大田区まちづくりの３つの視点
２）ものづくり

２３区一の工場数を誇り、世界有数の技術でグリーバルにも活躍。大田の源泉でもある。
東京で貴重なものを「生み出す」まち。

これまでの振り返り ＜第１回勉強会＞ 8

■大田区のまちづくり、ものづくりの現状と課題（OCTC野原センター長より）
○大田区まちづくりの３つの視点
３）観光

羽田空港を有する区として、インバウンドや観光客の玄関口の可能性。マイクロツーリズ
ム（地元観光）なども可能性がある。



これまでの振り返り ＜第１回勉強会＞ 9

■大田区のまちづくり、ものづくりの現状と課題（OCTC野原センター長より）
○「価値をはぐくむまち」を創出するための３つの視点

これまでの振り返り ＜第２回勉強会＞ 10

■まち歩き



これまでの振り返り ＜第２回勉強会＞ 11

■ワークショップ
「まち歩きで気付いたこと、日頃思っていることを共有しよう！」をテーマに、２０年後
の下丸子のまちを考える上で『活かしていくもの』、『改善した方が良いもの』等につい
て意見交換

カテゴリー キーワード

暮らし
・路地の雰囲気 ・ガス橋通りのケヤキ並木 ・歩きやすいまちづくり
・子どもが遊べる場所など、地域住民と交流できる場所
・ベッドタウンとは違う生活感 等

土地利用
・ものづくりのスペシャリスト ・駅南北を合わせたまちづくり
・人がたまる、くつろげる場所 ・まちの構造 ・町工場のある風景
・駅北側の駐車場 等

交通
・生活道路には車が入ってこない交通処理 ・踏切や道路の安全性向上
・駅とバス停の連続性 ・朝夕の駅周辺の混雑（車も歩行者も）
・駅前にロータリーがない 等

その他
（地域資源）

・７５０年の歴史のあるまち ・２１世紀桜
・品川と川崎をつなぐ要所 ・ドラマなどの撮影が多い
・くりらぼなど地域コミュニティの場 ・河川敷や公園をもっと活用等

これまでの振り返り ＜第３回勉強会＞ 12

■下丸子の20年後の未来～2040年に向けて、考えること～（OCTC野原センター長より）
ＯＣＴＣ野原センター長より20年後の下丸子のまちづくりを検討する材料として、国交省
が提示する20年後のまちの姿や駅とまちを一体てで考えることの必要性、コロナ後のまち
づくりのあり方等について紹介

○モビリティ



これまでの振り返り ＜第３回勉強会＞ 13

■下丸子の20年後の未来～2040年に向けて、考えること～（OCTC野原センター長より）

○モビリティ

これまでの振り返り ＜第３回勉強会＞ 14

■下丸子の20年後の未来～2040年に向けて、考えること～（OCTC野原センター長より）
○ＤＸ（ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ）



これまでの振り返り ＜第３回勉強会＞ 15

■下丸子の20年後の未来～2040年に向けて、考えること～（OCTC野原センター長より）
○ウォーカブル

これまでの振り返り ＜第３回勉強会＞ 16

■下丸子の20年後の未来～2040年に向けて、考えること～（OCTC野原センター長より）
○ウォーカブル



これまでの振り返り ＜第３回勉強会＞ 17

■下丸子の20年後の未来～2040年に向けて、考えること～（OCTC野原センター長より）
○駅まち空間

これまでの振り返り ＜第３回勉強会＞ 18

■下丸子の20年後の未来～2040年に向けて、考えること～（OCTC野原センター長より）
○クロステック



これまでの振り返り ＜第３回勉強会＞ 19

■下丸子の20年後の未来～2040年に向けて、考えること～（OCTC野原センター長より）
○クロステック

これまでの振り返り ＜現地視察会＞ 20

■【先進事例】中央ラインモール（出典：小金井市資料、KO-TO・PO-TO・MA-TOの各HP等）

○中央ラインモール生活を支え、豊かにする視点に重きを置いた高架下利用
東小金井駅近くの高架下には地域の資源やネットワークを活かして、事業を育てていくビジネス拠点
「KO-TO（市の創業支援施設）・PO-TO（シェアオフィス）・MA-TO（食とものづくりの市場）」

保育園

コミュニティスペース商業施設（ムサコガーデン） MA-TO

PO-TO学生寮



これまでの振り返り ＜現地視察会＞ 21

■【先進事例】下北線路街（出典：下北線路街HP、小田急電鉄資料）

下北沢の魅力を未来へ息づかせながら、さらに多くの方がつながり合い、それぞれが心地よい場所を
増やしていくために「支援型開発」というスタイルで、地域の方々と一緒に街をつくっていく
街に不足している緑を増やし、街とのつながりを意識し、回遊性を高める空間と賑わいづくりを世田
谷区と連携して実施。配置する施設は、下北沢エリアの価値をより高め、多くの方に愛着を持っても
らえるよう、都心に突如現れる温泉旅館、新たな出会いと学びを提供できる学生寮、新たなチャレン
ジや個人の商いを応援する長屋など、さまざまな意義を持つ個性豊かな施設を立地。

これまでの振り返り ＜現地視察会＞ 22

■【先進事例】下北線路街（出典：下北線路街HP、小田急電鉄資料）

BONUS TRACK
（商店街（住宅併設の飲食店や物販店）)

世田谷代田キャンパス
（教育施設）

下北線路街空き地
（自由な遊び場）

SHIMOKITA COLLEGE
（居住型教育施設）

Reload（商業ゾーン）



これまでの振り返り ＜第４回勉強会＞ 23

■下丸子のえきまち空間を考える（OCTC野原センター長より）

これまでの振り返り ＜第４回勉強会＞ 24

■下丸子のえきまち空間を考える（OCTC野原センター長より）



これまでの振り返り ＜第４回勉強会＞ 25

■下丸子のえきまち空間を考える（OCTC野原センター長より）

これまでの振り返り ＜第４回勉強会＞ 26

■ワークショップ
「駅周辺の２０年後の姿を考えよう！」をテーマに、『駅周辺の２０年後の姿』と『駅周
辺に求められる機能・施設等』の視点のもと意見交換を行った

カテゴリー キーワード

【視点①】
駅周辺の

２０年後の姿

【Ａグループ】
開放的な空間や緑／歩行者中心の道路／新旧のまちなみの共存
住民・企業・行政の連携 等

【Ｂグループ】
水・空気・風が感じられる駅／路地空間や神社等の歴史を感じる／
誰にでも優しいまちづくり／にぎわいや滞留の創出 等

【Ｃグループ】
学び・交流の場／企業と協力し活性化／安全・安心（防災）／
どんな世代でも歩きやすい空間／自然など地域資源を活かす／
鉄道とバスなど乗り継ぎが便利／イノベーション拠点 等



これまでの振り返り ＜第４回勉強会＞ 27

■ワークショップ
カテゴリー キーワード

【視点②】
駅周辺に
求められる
機能・施設等

【Ａグループ】
暮らし：防災拠点／子育て世代が使いやすい（保育園等）
商業：ケヤキ並木沿道の商業／集客機能／プラザの建替え
文化・歴史：文化施設／コンサートホール／図書館／ものづくり
交通：バスとの乗り換えが便利なロータリー

【Ｂグループ】
憩いの場：地域の人の集会スペース／トイレ／待ち合わせスペース
交通：乗り換えが便利／自転車が走れる空間／歩きやすい歩道／駐輪場
文化：アートが見れる／路地空間

【Ｃグループ】
人中心：子供が遊べる空間／広場／個店が多い
安全・安心：誰でも歩きやすい道／自転車／交通広場／防災機能
学び・交流：コワーキングスペース／コミュニティスペース／図書館
ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ：シェアスペース／ものづくり拠点（町工場の情報発信）
資源活用：サイクリング・ランニング拠点（多摩川の活用）

ワークショップ



ワークショップについて 29

■ワークショップとは

ワークショップとは、話し合いのテーマを設定し、そのテーマについて、参加者がとも
に議論したり、現状を見たりするなどの協働作業を通じて、お互いの考え方や立場の違
いを学び、協力し合いながら提案などをまとめていく作業です。
ワークショップでは、参加者全員が自分の考えや意見を出し合い、それをまとめて、グ
ループ全体での結論を作り出すことを目指します。

■ワークショップのルール

① テーマや目的を共有し、グループ全員で討議しましょう
② 他の人の意見やアイデアを否定、非難するような発言は控え、自分と違った考え方や視
点も大切にしましょう

③ グループ全員が発言できるように発言はできるだけ短くまとめましょう

ワークショップのテーマと意見交換の内容 30

■テーマ

地区全体の２０年後の姿を考えよう！

■意見交換の内容

① 駅周辺の２０年後の姿
• 20年後、下丸子駅周辺地区全体がどのような姿であってほしいか等について、これまで
出てきた意見やキーワードをもとに意見交換を行います

② 特定の視点に対する意見交換
• まちづくり構想のとりまとめに向けて、確認しておきたいポイントについて意見交換を
行います。
視点①：モビリティのあり方 視点②：インキュベーション機能
視点③：歩行者中心の都市構造 視点④：公共公益機能の集約



ワークショップのテーマと意見交換の内容 31

■意見交換の内容（つづき）

視点①：モビリティのあり方
・徒歩、自転車、自家用車、バスなどの多様な移動手段について下丸子に必要なもの。
まちづくりにおいて考慮が必要なもの。

視点②：インキュベーション機能
・下丸子に町工場が集積し、その技術は大きな資源。その資源を活用し、新たな仕事や
製品開発につなげていくようなイノベーションを起こす場所は下丸子に必要か

視点③：歩行者中心の都市構造
・駅周辺の狭すぎず広すぎずの丁度良い道路ネットワークが構成されている中で、より
歩行者中心の空間を形成するために必要な道路ネットワークの考え方

視点④：公共公益機能の集約
・区民プラザも図書館も更新を検討する時期にきており、本取組にあわせて駅前に機能
を集約し、駅前の利便性や集客性を高めることも考えられる。

ワークショップのテーマと意見交換の内容 32

■20年後想定される出来事・事象（下丸子駅周辺の将来像を検討する上での前提条件）

① 新空港線の開通により、都心部（渋谷、新宿等）と空の玄関口（羽田空港）と直結

② 産業構造の転換、自動運転技術の進化

③ 新しいものづくり拠点の形成（羽田イノベーションシティ、殿町キングスカイフロント等）

④ 生産年齢人口の減少による都市間競争の加速

⑤ 台風や集中豪雨等の自然災害の激甚化、大規模災害リスクの高まり

⑥ ガス橋通り（補助28号線）の整備やJR南武線の鉄道立体化等による自動車の広域交通

ネットワークの向上

⑦ 新型コロナウイルス感染症による生活様式の変化




